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第４学年 算数科学習指導案 

日 時 平成 24 年○月○日（○）○校時 

対 象 第４学年 ○組  ○○名 

学校名 ○○立○○小学校  

授業者 ○○ ○○  

 

１ 単元名 「面積」 （学校図書「みんなと学ぶ 小学校算数 ４年下」） 

 

２ 単元の目標 

・身の回りのいろいろな広さに関心をもち、工夫して面積を求めようとする。 

・広さを数値化する方法を考え、測定する広さに応じた面積の単位を使うことができる。 

・長方形や正方形の面積を、公式を使って求めることができる。 

・面積の概念を知り、面積の求め方や単位の関係が分かる。 

 

３ 単元の評価規準 

 ア 算数への関心・意欲・

態度 

イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形について

の技能 

エ 数量や図形について

の知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準

・いろいろな形の大きさであ
る広さに目を向け、工夫し
て面積を求めようとしてい
る。 

・長方形や正方形の面積の
求め方を考えている。 

・長方形や正方形の面積
を、公式を使って求める
ことができる。 

・長方形や正方形の求積
公式を理解している。 

学
習
活
動
に
即
し
た
具
体
的
な
評
価
規
準 

①広さ比べに関心をもち、
比べ方を考えようとして
いる。 

②複合図形の面積の求め
方を進んで考えようとし
ている。 

③いろいろな場所の面積を
進 ん で 調 べ よ う と し て 
いる。 

④周りの長さが一定の場合
の面積を進んで求め、最
大・最小を見付けようとし
ている。 

①長さや重さでの比べ方の
方法を生かして、数値化
して比べる方法を考えて
いる。 

②長方形や正方形以外の形
にも面積があることを 知
り、同じ面積の図形を い
ろいろ考えている。 

③辺の長さの数値と１㎠の
正方形の数が対応してい
ることに気付き、辺の長さ
を利用して、面積を計算
で 求 め る 方 法 を 考 え て
いる。 

④ １ 辺 が １ ｍ の 10 倍 、
100 倍、1000 倍になると、
面積の単位が変わること
に気付いている。 

⑤複合図形の面積が、長方
形や正方形の和や差で
求められると考えている。 

 

① 必 要 な 辺 の 長 さ を 
測り、求積公式を用い
て長方形や正方形の
面 積 を 求 め る こ と が 
できる。 

②複合図形の面積を、 
長 方 形 や 正 方 形 の 
和や差で求めることが 
できる。 

①面積も、長さやかさと
同じように、単位のいく
つ分かで表されること
を理解している。 

②１㎡＝10000 ㎠である
ことが分かる。 

③ha と a の関係を理解
している。 

④身の回りのもののおお
よその広さを、単位面
積を基にしてイメージ
している。 
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４ 指導観 

（１）単元観 

本単元で扱う面積の学習は、学習指導要領には以下のように位置付けられている。  

第４学年の目標 

（2）面積の単位と測定について理解し、図形の面積を求めることができるようにするとともに、角の

大きさの単位と測定について理解できるようにする。 

Ｂ量と測定 

（1）面積について単位と測定の意味を理解し、面積を計算によって求めることができるようにする。

ア 面積の単位（平方センチメートル（cm2）、平方メートル（m2）、平方キロメートル（km2））

について知ること。 

イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。 

〔算数的活動〕（１） 

  イ 長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用いた

りして考え、説明する活動 

  ウ 身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動 

本単元は、求積指導の基礎となるもので、児童がこれまでに学習してきた長さやかさ、重さと同じ

ように、広さも、単位面積をもとに、数値化できることを理解させることが主なねらいである。児童

は、１～３年で、長さ・かさ・重さについて、直接比較等から量としてとらえ、普遍単位を用いて数

値化することを学んできている。また、広さについては、１年生の「大きさくらべ」で、身近にある

ものの面積を任意単位を用いて比べる学習をしている。 

４年では、広さを面積という量としてとらえ、普遍単位を導入して数値化して、長方形や正方形な

どの求積ができるようにする。つまり、１辺が１cm の正方形のしきつめの考えから、続いて１㎠を導

入し、長方形や正方形の面積を、１㎠のいくつ分として表すことを指導する。また、ここで広さの保

存性についても留意して扱う。さらに、新しい乗法としての求積公式を導き、複合図形の求積に発展

させる一方、単位の範囲を拡大したり、単位間の関係を理解させたりする。 

「１面積」では、広さを比較することを通して、面積の意味と測定の意味について理解できるよう

にすることをねらいとしている。まず、直接比較から、任意単位による数値化で、面積の概念とする。

そして、１辺１cm の正方形(１㎠)を数えることを手掛かりとして面積を調べる。また、同じ面積で違

う形をかく活動を通して、面積は切って動かしても保存されることを理解させる。 

「２長方形と正方形の面積」では、１㎠の正方形をしきつめることにより、きちんと正方形に並ん

だ数の数え上げ方と乗法を関連させて、求積公式を導き出していく過程を大切にしていく。 

「３大きな面積の単位」では、面積の単位㎡、ｋ㎡、a、ha や、面積の単位の関係を理解できるよう

にすることをねらいとしている。単位は、その相互の関係をきちんとつかんでいることが大切である

が、２次元の世界であるだけに、換算は容易ではない。１㎡の面積の新聞紙を作るなどして、広さの

感覚を捉えるとともに、単位換算ができるようにすることが重要である。 
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（２）教材観 

本時は、導入の場面である。直接比較から、任意単位による数値化で、児童に面積概念を身に付ける重要

な場面である。よって、児童が「調べてみたい」と思うような問題であり、任意単位で調べることが可能な広さでなく

てはならない。そこで「社会科見学で、お弁当を食べるときに使うシートの広さ」という、身近な場面を問題にした。 

 縦７５ｃｍ、横７５ｃｍのシートＡ(青)と、縦６０ｃｍ、

横９０ｃｍのシートＢ(ピンク)の広さ比べを行う。児童には、

グループごとに同じ大きさの模造紙を配り、直接比較、間接

比較、任意単位による比較などが実際にできるようにした。 

 

 また、この２つのシートの辺の数値は、折り紙の一辺１５ｃｍ

の公倍数になっているため、折り紙を任意単位として考えること

ができる。任意単位の考え方は、おそらく出てくると思われるが、

折り紙を使う方法は、もし児童から出てこない場合は、ヒントと

して与えたい。 

 

５ 教材の関連 

          

                       

 

  

        

                

 

 

                        

 

 

 

第５学年 
●広さの直接比較 

●任意単位での測定 

第１学年 第４学年 

●面積の概念と測定 

（直接比較、任意単位、普遍

単位） 

●面積の単位、単位関係㎠、

㎡、a、ha、㎢ 

●長方形、正方形の求積公式

●円の面積の求め方と公式 

●面積の概測 

●平行四辺形、三角形、

台形、ひし形の面積の

求め方と公式 

●多角形の面積の求め方 

第６学年 

〔 13 大きさくらべ 〕 

〔 12 面積 〕 

〔 11 図形の面積 〕 

〔 7 いろいろな形の面積 〕
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６ 単元の指導計画と評価計画(全１０時間扱い) 

時間 学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

１ 

本時 

●長方形や正方形のシートの広さ比べをして広さを数で表す方法を考える。 
●面積の意味を理解し、単位となる広さのいくつ分かで表すことを知る。 

ア－①（観察、ノート）
イ－①（観察、発言）

２ 

 

●１㎠の正方形の数を数えて求積する。 
●いろいろな１㎠の図形を知り、工夫してかく。 
●面積が１２㎠の図形をかく。 

イ－②（発言、ノート）
エ－①（ノート） 

３ ●長方形の面積の求め方を考える。 
●１㎠の正方形の数が、縦何個、横何列分かで求められることを知る。 
●長方形の面積の求め方を公式化する。 
●正方形の面積を公式化する。 

イ－③（発言、ノート）

４ ●必要な辺の長さを測り、長方形や正方形の面積を求める。 
●面積と横の長さが分かっている長方形の縦の長さを求める。 

ウ－①（ノート） 

５ ●１辺が１ｍの正方形を作り、面積の単位１㎡を体感する。 
●㎡の単位を用いて面積を求める。 
●１㎡＝10000 ㎠であることを、図や計算から確かめる。 

エ－②（発言、ノート）

６ ●畑の面積を考え、面積の単位 a を知る。 
●a を用いて面積を求める。 
●牧場の面積を求め、面積の単位 ha を知る。 
●ha と a の関係を考える。 

エ－③（発言、ノート）

７ ●面積の単位 km2 を知り、ha との関係を理解する。 
●正方形の１辺の長さと面積の関係をまとめる。 

イ－④（発言、ノート）

８ ●複合図形の面積の求め方を考える。 
●複合図形の面積を、長方形や正方形の和や差で求める方法を理解する。 
●どの方法がいつでも使えるか話し合う。 
●複合図形の面積を工夫して求める。 

ア－②（観察） 
イ－⑤（発言、プリント）

９ ●学校の中で、いちばん広い部屋を予想し、面積を調べる。 
●いろいろな場所の面積を調べ、面積と単位との関係を整理する。 
●既習事項の理解を深める。 

ア－③（観察） 
ウ－②（ノート） 
エ－④（観察、ノート）
 

１０ ●既習事項の確かめをする。 
●白いタイルが６枚のときの黒いタイルの並べ方を考える。 
●黒いタイルが 20 枚のとき、白いタイルがいちばん大きくなる場合を考える。 

ア－④（観察、発言）
ウ－②（ノート） 
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７ 本時 

（１）本時の目標 

・広さに比べに興味をもち、進んで調べる方法を見つけようとする。〔関心・意欲・態度〕 

・数値化して広さを比べる方法を考えることができる。〔数学的な考え方〕 

（２）本時の展開 

 学習活動 
◇指導上の留意点 
○支援 ◎評価  

算数的活動（主な発問と予想される児童の反応）、使わ
せたい図・式・用語等 

学び合い 

課
題
把
握 

１ 課題をつかむ(５分) 

Ｔ：どちらのシートのほうが広いでしょう。  
Ｃ：縦に長いＡの方が広く見えるよ。  
Ｃ：Ｂの方が横に長いから広いんじゃないかな。 
Ｃ：Ａは縦に長いけど、Ｂは横に長いから同じくらいだ
と思う。 
Ｔ：Ａの方が広いと思う人  ○人 

Ｂの方が広いと思う人  ○人 
同じくらいだと思う人  ○人 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・理由を述べ
ながら、自分
なりの予想
を発表する。

 
 
 
 
 
 
 
◇各辺の長さは提示する。
 
 
◇予想を立てる際も、理由
をはっきり述べるよう
にする。 

解
決
の
計
画 

２ 解決の計画を立てる。(５分) 
Ｔ：どうやったら比べられそうですか。  
Ｃ：重ね合わせて比べてみたい。  
Ｃ：切ってもいいですか。 

・課題解決の
ための考え
を発表させ
ることで、見
通しを持た
せる。 

◇自分の意見をノートに
書く時間を設ける。 
 
◎ア－①（観察、ノート） 

課
題
解
決 

３ 班ごとに広さ比べをする(１５分) 
Ｔ：自分たちの考えた方法で広さを比べてみましょう．  
 
方法１：周りの長さで比べる 

Ａの周りの長さ 

75×４＝300  300 ㎝ 

Ｂの周りの長さ 

90×2＝180  60×2＝120 

180+120＝300  300 ㎝ 
Ａ、Ｂどちらも同じ広さ 
 
 

 
方法２：直接重ねる 

ＡとＢを重ね合わせて、 

はみ出た部分を、切り取って、 

さらに重ね合わせると、Ａの方が 

広い事が分かる。 

 

どちらのシートがどれだけ広いか比べてみましょう。
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方法３：同じ大きさのものをしきつめる。 

 

Ａは折り紙 ５×５＝２５ ２５枚分 

Ｂは折り紙 ４×６＝２４ ２４枚分 

Ａの方が折り紙１枚分広い。 

・どの方法で
比べるとよ
いかを、グル
ープで話し
合いながら
活動する。 
 
・グループで
様々なアイデ
ア が あ る 場
合、どういう順
番で調べるか
はここで話し
合いながら進
める。 

◇各班に実物と同じ大きさ
の紙を配布し、切ったり、
書き込んだりしても良いこ
とを知らせる。 
 
◇どのようにして比べた
のかをノートに記入す
る。 
 
◇机間指導をして、考え方
の類型や活動の様子をし
っかりつかんでおく。 
 
◇敷き詰めて考え始めた
班には、折り紙を教師から
提案する。 
 

深
め
る 

４ 深める(発表) (１５分) 
Ｔ：広さの比べ方を発表しましょう。 
Ｃ１：私達の班は、周りの長さで比べました。 

Ａの周りの長さは 75×４＝300  300 ㎝ 

Ｂの周りの長さは 90×2＝180  60×2＝120 

180+120＝300  300 ㎝ 

だから、ＡもＢも広さは同じだと思います。 
 
Ｃ２：私達の班は、実際に重ねて考えました。 
ＡとＢを重ねると、はみ出す部分が出てきます。 
そこを切り取って、重ね合わせると、Ａの方が広いこ
とが分かります。 

 
Ｔ：意見が分かれましたね。どっちのほうが広いので
しょうか。 

 

Ｃ３：周りの長さが同じだからと言って、広さが同じだ

とは限らないと思います。 
 
Ｃ４：重ね合わせる考え方では、「どれだけ広いか」がよ
く分かりません。だから、私達の班は 15 ㎝の正方形(折
り紙)を敷き詰めて考えました。問題は、「どれだけ広
いか」を聞いているので、何がいくつ分広いかを求め
た方がいいと思いました。 
Ａは 15 ㎝の正方形が 25 枚分 
Ｂは 15 ㎝の正方形が 24 枚分 
の広さなので、Ａの方が 15 ㎝の正方形が 1個分広いこ
とが分かりました。 

 
Ｔ：実際に折り紙を敷き詰めてみましょう。 
Ｃ：たしかにＡは２５枚分だ。 
Ｃ：Ｂは２４枚だったよ。 
Ｃ：ということは、Ａの方が折り紙１枚分広い。 
 

 
・対立意見を
述べる。 
 
・考えを比べ
ながら、「ど
れだけ広い
か」を説明す
るのには、ど
の考え方が
よりよいか
を話し合う
ようにする。

 
◇友達の考え方と比べな
がら発表させる。また、
対立意見を引き出すよう
にする。 
 
◇児童が友達の考え方と
比べやすいよう、発表の
順序に留意する。 
 
◎イ－①（観察、発言） 
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ま
と
め 

６ まとめる(５分) 
Ｔ：広さを比べるとき、どのようにしたらよいことが分
かりましたか。 

Ｃ：「何がいくつ分なのか」と、広さを数で表すと、比べ
やすいことが分かりました。 

Ｔ：このように、広さを数で表したものを「面積」と呼
びます。 

・学習を振り
返って学ん
だことを発
表する。 

 
◇児童の言葉でまとめ
る。 

 

(３)板書計画 

 


